
 

☆☆☆☆
心心心心
筋筋筋筋
梗梗梗梗
塞塞塞塞
とととと
はははは

心
筋
に
酸
素
と
栄
養
を
送
る
動

脈
は
心
臓
を
か
ん
む
り
状
に
と
り

囲
ん
で
い
る
動
脈
で
、
冠
動
脈
と

呼
び
ま
す
。
こ
の
冠
動
脈
の
内
腔

が
動
脈
硬
化
で
極
端
に
狭
く
な
り
、

血
流
が
遅
く
な
っ
て
血
液
が
固
ま

り
血
栓
が
で
き
た
り
、
他
の
場
所

で
で
き
た
血
栓
が
そ
こ
に
詰
ま
る

と
心
筋
を
養
っ
て
き
た
血
流
が
完

全
に
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
す
。
す

る
と
、
冠
動
脈
の
詰
ま
っ
た
先
の

心
筋
に
は
血
液
が
流
れ
な
い
た
め
、

酸
素
欠
乏
や
栄
養
不
足
に
な
っ
た

心
筋
細
胞
が
次
々
と
死
ん
で
い
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
を
心
筋

梗
塞
と
い
い
ま
す
。

☆☆☆☆
症症症症
状状状状
にににに
つつつつ
いいいい
てててて

突
然
生
じ
る
前
胸
部
の
激
し
い

痛
み
が
典
型
的
な
症
状
で
す
。
高

齢
者
や
糖
尿
病
患
者
さ
ん
で
は
胸

痛
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
胸

部
の
圧
迫
さ
れ
る
よ
う
な
痛
み
が

３
０
分
以
上
持
続
す
る
場
合
は
心

筋
梗
塞
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
痛
み
が
首
や
肩
に
放
散
し
た

り
、
呼
吸
困
難
、
冷
や
汗
を
伴
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
意

識
を
失
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

心
筋
梗
塞
の
発
作
は
持
続
時
間

が
長
い
の
が
特
徴
で
す
。
狭
心
症

発
作
は
安
静
に
す
る
と
治
ま
り
ま

す
が
、
心
筋
梗
塞
は
最
低
で
も
３

０
分
以
上
は
激
し
い
痛
み
が
続
き

ま
す
。
冠
動
脈
が
詰
ま
っ
て
い
る

た
め
、
冠
動
脈
拡
張
薬
の
ニ
ト
ロ

グ
リ
セ
リ
ン
を
使
用
し
て
も
効
果

が
あ
り
ま
せ
ん
。

胸
痛
は
発
症
か
ら
数
時
間
経
過

す
る
と
次
第
に
治
ま
っ
て
き
ま
す

が
、
こ
れ
は
心
筋
梗
塞
が
治
ま
っ

た
わ
け
で
は
な
く
、
心
筋
や
神
経

が
死
ん
で
痛
み
が
わ
か
ら
な
く
な
っ

た
た
め
で
す
。
心
筋
の
壊
死
範
囲

が
拡
が
る
と
、
心
臓
の
ポ
ン
プ
機

能
が
低
下
し
て
心
不
全
に
な
り
ま

す
。
強
い
息
切
れ
や
呼
吸
困
難
、

血
圧
低
下
が
生
じ
、
死
に
至
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

症
状
が
似
て
い
る
疾
患

・
狭
心
症

・
解
離
性
大
動
脈
瘤

・
自
然
気
胸

・
急
性
心
膜
炎

・
肋
間
神
経
痛

・
肺
塞
栓

・
食
道
破
裂

症
状
が
似
て
い
る
別
の
疾
患
の
可

能
性
も
あ
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な

症
状
が
、
ど
の
く
ら
い
続
い
た
の

か
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
心
筋
梗

塞
と
判
断
す
る
手
が
か
り
に
な
り

ま
す
。

☆☆☆☆
原原原原
因因因因
にににに
つつつつ
いいいい
てててて

心
筋
梗
塞
の
直
接
の
原
因
は

「
動
脈
硬
化
」
で
す
。
で
は
、
動

脈
硬
化
の
原
因
は
何
な
の
で
し
ょ

う
か
。
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

・
加
齢

・
喫
煙

・
食
生
活

・
高
血
圧

・
糖
尿
病

・
高
脂
血
症

・
肥
満

ほ
と
ん
ど
が
生
活
習
慣
に
大
き
く

関
わ
っ
て
い
ま
す
。
心
筋
梗
塞
へ

の
対
策
は
動
脈
硬
化
を
予
防
す
る

こ
と
す
。
さ
ら
に
、
動
脈
硬
化
を

予
防
す
る
こ
と
は
生
活
習
慣
を
改

善
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

☆☆☆☆
診診診診
断断断断
にににに
つつつつ
いいいい
てててて

心
筋
梗
塞
が
疑
わ
れ
た
時
や
、

以
前
に
心
筋
梗
塞
を
起
こ
し
た
こ

と
の
あ
る
患
者
さ
ん
に
対
し
て
は

血
液
検
査
、
心
電
図
検
査
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
査
な
ど
の
一
般
的
検
査

に
加
え
、
心
臓
超
音
波
検
査
、
２

４
時
間
ホ
ル
タ
ー
心
電
図
、
運
動

負
荷
試
験
な
ど
の
検
査
で
診
断
し

ま
す
。

・
血
液
検
査

心
筋
梗
塞
に
よ
り
壊
死
し
た
心
筋

か
ら
、
心
筋
逸
脱
酵
素
が
放
出
さ

れ
、
血
液
中
で
上
昇
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
心
筋
逸
脱
酵
素
で
あ
る

Ｃ
Ｋ
、
Ａ
Ｓ
Ｔ
（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）
、
Ｌ

Ｄ
Ｈ
や
、
白
血
球
、
Ｃ
Ｒ
Ｐ
、
ト
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ロ
ポ
ニ
ン
Ｔ
と
い
う
値
が
上
昇
し

ま
す
。

・
心
電
図
検
査

心
電
図
波
形
の
Ｓ
Ｔ
上
昇
、
異
常

Ｑ
波
（
深
く
て
幅
の
広
い
Ｑ
波
の

こ
と
）
、
尖
鋭
Ｔ
波
が
心
筋
梗
塞

の
場
合
、
心
電
図
変
化
と
し
て
み

ら
れ
ま
す
。

・
心
臓
超
音
波
検
査

超
音
波
検
査
で
は
心
筋
の
壁
運
動

を
観
察
し
て
心
筋
梗
塞
の
範
囲
や

程
度
を
診
断
し
ま
す
。
似
た
よ
う

な
症
状
が
出
る
他
の
疾
患
と
鑑
別

す
る
た
め
に
も
有
効
な
検
査
で
す
。

☆☆☆☆
治治治治
療療療療
にににに
つつつつ
いいいい
てててて

致
死
率
の
高
い
疾
患
で
あ
る
た

め
、
診
断
と
初
期
治
療
を
並
行
し

て
行
い
ま
す
。

・
抗
凝
固
療
法
・
抗
血
小
板
療
法

血
液
凝
固
亢
進
、
血
小
板
凝
集
亢

進
を
抑
え
、
血
栓
形
成
の
防
止
を

目
的
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。
抗

凝
固
療
法
で
は
ヘ
パ
リ
ン
、
抗
血

小
板
療
法
で
は
バ
イ
ア
ス
ピ
リ
ン
・

バ
フ
ァ
リ
ン
、
パ
ナ
ル
ジ
ン
、
プ

レ
タ
ー
ル
な
ど
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

・
硝
酸
薬

受
診
後
、
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
の

舌
下
投
与
を
行
い
ま
す
が
、
急
性

心
筋
梗
塞
で
は
無
効
な
事
が
ほ
と

ん
ど
で
（
胸
痛
軽
減
目
的
で
は
塩

酸
モ
ル
ヒ
ネ
な
ど
の
強
い
鎮
痛
剤

が
必
要
）
、
心
不
全
、
高
血
圧
な

ど
を
合
併
す
る
と
、
静
脈
内
持
続

投
与
が
考
慮
さ
れ
ま
す
。

・
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

冠
動
脈
の
形
成
術
で
、
ス
テ
ン
ト

（
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
網
状
の
筒
）

を
冠
動
脈
内
に
植
え
込
む
例
が
多

く
、
バ
ル
ー
ン
に
よ
る
血
管
拡
張

術
や
、
最
近
で
は
血
栓
吸
引
療
法

（
カ
テ
ー
テ
ル
で
冠
動
脈
内
血
栓

を
吸
引
）
な
ど
を
併
用
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
治
療
法
な
ど
で
治
療

が
行
わ
れ
ま
す
が
、
発
作
時
か
ら

数
日
間
は
、
安
静
・
絶
食
、
鎮
痛

薬
、
安
定
剤
の
投
与
、
酸
素
吸
入

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
急
性
心
筋
梗
塞
の
治
療

で
は
、
合
併
症
（
不
整
脈
・
心
不

全
な
ど
）
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
が

重
要
で
、
合
併
症
を
生
じ
た
時
で

も
、
早
期
に
対
応
し
て
管
理
す
る

こ
と
で
、
予
後
や
慢
性
期
の
生
活

の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
に
大
き
な
違
い

が
で
ま
す
。

☆☆☆☆
日日日日
常常常常
生生生生
活活活活
のののの
注注注注
意意意意
点点点点

・
塩
分
制
限
食
、
カ
ロ
リ
ー
制
限

食
と
す
る
。

・
標
準
体
重
に
近
づ
く
よ
う
に
努

力
す
る
。

・
禁
煙
す
る
。

・
ア
ル
コ
ー
ル
は
控
え
め
に
す
る
。

・
適
度
な
有
酸
素
運
動
を
す
る
。

・
熱
い
風
呂
や
長
湯
は
避
け
る
。

・
十
分
な
睡
眠
を
と
る
。

・
処
方
さ
れ
た
薬
は
自
己
判
断

で
減
ら
し
た
り
、
中
止
し
た
り
し

な
い
。

・
便
通
を
よ
く
し
、
ト
イ
レ
で

い
き
ま
な
い
。

・
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
し
、
精
神

的
安
定
を
保
つ
。

生
活
習
慣
病
の
あ
る
人
（
肥
満
・

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
・

糖
尿
病
・
高
血
圧
・
脂
質
異
常
症

な
ど
）
は
健
康
診
断
な
ど
で
普
段

か
ら
心
臓
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
今
月
の
記
事

看
護
師

堀
野
】
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年年年年末末末末年年年年始始始始休休休休診診診診ののののおおおお知知知知ららららせせせせ

12月 29日 (木 )～ 1月 4日 (水 )ま で
誠 に 申 し 訳 ご ざ い ま せ ん が
休 診 と さ せ て 頂 き ま す 。
何 卒 、 ご 理 解 ご 協 力 の 程

宜 し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

尚、12月26日(月)は午後も診療致します。

■が休診日です
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